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市
手
話
通
訳
連
絡
会
と
市
、

聴
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会
は
、

聴
覚
障
が
い
者
の
現
状
を
よ
く

知
る
立
場
か
ら
、
昨
年
、
市
民

提
案
型
協
働
事
業
で
、
聴
覚
障

が
い
者
に
配
布
す
る
「
聴
覚
障

が
い
者
用
防
災
対
策
イ
ラ
ス
ト

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
聴
覚
障
が

い
者
用
避
難
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
」、
聴
覚
障
が
い
者
が
住
む

地
域
へ
配
布
す
る
「
聴
覚
障
が

い
者
災
害
支
援
イ
ラ
ス
ト
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
昨
年
３
月
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
「
消
防

庁
長
官
賞
（
一
般
部
門
）」
の

受
賞
を
は
じ
め
、
災
害
時
に
お

け
る
人
命
救
助
や
被
害
の
拡
大

防
止
な
ど
の
防
災
活
動
の
実

施
、
日
常
の
防
災
思
想
の
普
及

や
防
災
体
制
の
整
備
の
面
で
貢

献
す
る
と
評
価
さ
れ
、
９
月
、

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　

市
手
話
通
訳
連
絡
会
事
務

局
（
永
井
）
志
２
５
―
９
４
２

８

　

東
野
出
身
の
わ
た
し
後
藤
明あ

き

良ら

（
東
京
都
江
戸
川
区
）
が
、

第
５７
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
新

人
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
同
展
の

入
選
作
品
を
展
示
す
る
巡
回
展

が
、
名
古
屋
で
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
６
日
㈬
―
１１
日

㈪
午
前
１０
時
―
午
後
８
時

□
と
こ
ろ　

名
古
屋
三
越
栄
店

　
　

後
藤
明
良
志
０
９
０
―
２

２
１
６
―
１
１
２
８

　

明
知
鉄
道
に
自
転
車
を
そ
の

ま
ま
乗
せ
て
、
沿
線
の
駅
で
下

車
し
、
自
然
の
中
を
サ
イ
ク
リ

ン
グ
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯ 

、
１１

月
１３
日
㈯ 

、
午
前
９
時
明
知

鉄
道
恵
那
駅
集
合

□
参
加
費　

小
学
生
１
０
０
０

円
、
中
学
生
以
上
１
５
０
０
円

□
定
員　

４０
人

□
参
加
資
格　

小
学
４
年
生
以

上□
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
雨
具

　
　
　
　

石
畳
グ
ル
ー
プ
志
０

５
７
３
―
６
５
―
３
５
３
４

　　

東
山
道
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
地
域
の
歴
史
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
９
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

東
野
公
民
館

□
演
題　

古
代
の
官
道
「
東
山

道
と
東
濃
地
方
」

□
講
師　

渡
辺
俊
典
氏
（
東
山

道
研
究
家
）

□
締
め
切
り　

１０
月
８
日
㈮　

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

東
野
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
事
務
局
（
東
野
振
興
事
務

所
）
志
２
６
―
２
２
４
４
思
２

６
―
０
１
２
６

　

京
都
産
業
大
学
同
窓
会
岐
阜

県
支
部
は
、
総
会
記
念
講
演
会

に
、
同
大
学
理
学
部
准
教
授
の

米
原
厚
憲
氏
を
迎
え
「
太
陽
系

外
惑
星
と
そ
の
探
査
」
と
題
す

る
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

太
陽
系
外
惑
星
の
発
見
の
経

緯
と
、
明
ら
か
に
な
っ
た
多
様

性
、
そ
し
て
「
第
二
の
地
球
は

発
見
可
能
な
の
か
」
な
ど
が
話

さ
れ
る
予
定
で
す
。
ど
な
た
で

も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
２４
日
㈰
午
前
１０

時
半
―
正
午

□
と
こ
ろ　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー

ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ（
多
治
見
市
東
町
）

□
料
金　

無
料

　
　

同
窓
会
県
支
部
恵
那
・
中

津
川
地
区
幹
事
（
西
尾
修の

ぶ

欣よ
し

）

志
５
６
―
３
５
４
２

　

佐
藤
一
斎
の
業
績
の
顕
彰
と

教
え
を
今
に
生
か
す
た
め
に
、

言げ
ん

志し

祭さ
い

と
講
演
会
を
開
催
。

□
と
き　

１０
月
３０
日
㈯　

□
料
金　

無
料

□
言
志
祭　

▽
時
間
＝
午
前
１０

時
―
１１
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩
村

歴
史
資
料
館
の
佐
藤
一
斎
銅
像

前
（
雨
天
は
岩
村
公
民
館
）

□
講
演
会　

▽
時
間
＝
午
後
１

時
半
―
３
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩

村
公
民
館　

▽
演
題
＝
佐
藤
一

斎
の
生
涯
と
教
え　

▽
講
師
＝

近
藤
正
則
氏
（
岐
阜
女
子
大
学

教
授
）

　
　

佐
藤
一
斎
顕
彰
会
（
会
長

鈴
木
隆
一
）
志
０
９
０
―
８
１

３
５
―
２
４
２
１

　

２５
年
先
の
未
来
創
造
で
、
市

民
一
人
一
人
が
明
る
い
未
来
へ

の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
す
力

を
生
み
、
市
の
躍
動
す
る
明
日

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
１３
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
、
長
島
小
学
校

□
内
容　

巨
大
し
め
縄
作
り
、

Ｆ
Ｃ
岐
阜
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
（
申
し
込
み
が
必
要
）、
福

祉
体
験
学
習
、
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
伊
藤

智
也
氏
の
「
明
日
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
基
調
講
演
な
ど

□
参
加
料　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
　
　
　

恵
那
青
年
会
議
所
志

２
５
―
９
４
０
１
思
２
５
―

７
７
４
６
死en
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パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
１１
月
期
の
講
座

を
案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

１１
月
５
日
㈮
、
９
日

㈫
、
１６
日
㈫
午
前
９
時
半
―
１１

時
半
、
１９
日
㈮
午
後
１
時
―
３

時□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

１０
月
１１
日

㈪
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

１０
月
２８
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
１０
月
２９
日

㈮
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
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広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

　

月
に
２
回
配
布
さ
れ
る
「
広
報
え

な
」
で
す
が
、
各
家
庭
で
ど
の
く
ら

い
読
ま
れ
て
い
る
の
か
一
度
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
市
の
財
政
が
厳
し
い
時
に
、
月

に
２
回
の
配
布
は
無
駄
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
県
の
広
報
も
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
匿
名
・
大
井
町
）

　

広
報
紙
は
、
市
政
の
情
報

を
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る

手
段
の
１
つ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
、
光

通
信
ケ
ー
ブ
ル
網
を
使
っ
た
音
声
告

知
放
送
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
文
字

放
送
な
ど
、
数
あ
る
市
の
情
報
を
提

供
す
る
手
段
の
中
で
も
、
中
心
的
な

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

月
２
回
と
い
う
「
広
報
え
な
」
の

発
行
回
数
は
、
市
広
報
発
行
規
則
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
日
号
は
、

特
集
記
事
や
市
民
の
方
の
紹
介
、
地

域
の
出
来
事
、
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲

載
。
１５
日
号
は
、
お
知
ら
せ
を
中
心

に
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
子
育
て
、
環

境
、
図
書
館
な
ど
の
情
報
を
コ
ー

ナ
ー
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
は
手
軽
に
情
報
収
集
で

き
、情
報
の
保
存
性
も
あ
り
ま
す
が
、

月
に
２
回
の
発
行
の
た
め
、
適
時
性

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
月
に
２
回

発
行
し
て
い
る
も
の
を
１
回
に
す
る

こ
と
は
、
適
時
性
が
さ
ら
に
悪
く
な

り
ま
す
。

　

月
に
１
回
の
発
行
を
模
索
す
る
た

め
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
号
か
ら
９

月
１
日
号
の
６
カ
月
間
、
広
報
紙
の

お
知
ら
せ
を
１５
日
号
の
み
で
掲
載
し

ま
し
た
。
編
集
に
間
に
合
わ
ず
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
な
い
情
報
が

増
加
し
た
た
め
、
現
在
は
１
日
号
で

も
お
知
ら
せ
を
掲
載
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
と
同
時
に
配
布
し
て
い
る

情
報
も
あ
り
ま
す
。
行
政
の
情
報
以

外
で
、
地
域
や
学
校
か
ら
の
お
知
ら

せ
な
ど
も
伝
わ
ら
な
い
場
合
が
出
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

「
月
１
回
の
発
行
に
で
き
な
い
か
」

と
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
当
分
の
間

は
、
月
に
２
回
の
発
行
を
継
続
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
企
画
課
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲イラストマップ、マニュアル
▲

新
人
賞
受
賞
作
品
「
黄お

う

銅ど
う

四よ

方ほ
う

花か

器き

『
光こ

う

彩さ
い

』」

▲

▲

北京パラリン
ピック金メダリスト
伊藤智也さん

▲可知市長に内閣総理大臣賞の受賞を報告
▲昨年の言志祭には、小泉純
一郎元首相も参加した

問

申
・
問

問

申
・
問

聴
覚
障
が
い
者
へ
の

防
災
支
援

明
知
鉄
道
秋
の
チ
ャ
リ
ン

コ
列
車

未
来
創
造
サ
ミ
ッ
ト　

東
山
道
と
東
濃
地
方
の

講
演
会

第
１４
回
言
志
祭

佐
藤
一
斎
ま
つ
り

問

申
・
問

「
広
報
え
な
」
は
月
に
２

回
発
行
し
て
い
ま
す

問
名
古
屋
で
日
本
伝
統
工

芸
の
巡
回
展
が
開
催

太
陽
系
外
惑
星
と
そ
の

探
査
の
公
開
講
演
会

申
・
問

１１
月
期
講
座
を
開
催


